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芸
作
品
を
テ
ー
マ
と
す
る
と
こ
ろ
は
珍
し
い
）
。

（
ア
ジ
ア
の
美
術
を
掲
げ
る
館
は
あ
る
が
、
陶
磁
器
を
除
く
エ

中
央
ア
ジ
ア
の
刺
繍
布

筆
者
が
ス
ザ
ニ
に
出
会
っ
た
の
は
、
学
芸
員
と
し
て
勤
務
す
る
美
術
館
が
中
央
ア

勤
務
館
が
こ
の
地
域
の
美
術
工
芸
品
を
収
集
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
て
お

く
と
、
広
島
市
内
に
あ
る
広
島
県
立
美
術
館
は
一
九
六
八
年
に
開
館
し
た
が
、
建
物

の
老
朽
化
等
に
よ
っ
て
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
、

（
ス
ザ
ニ
）

ル
・
オ
ー
プ
ン
に
備
え
て
重
点
収
集
方
針
三
本
を
策
定
し
、
作
品
を
集
中
的
に
収
集

九
三

0
年
代
の
美
術
」
、
（
三
）
「
（
日
本
を
含
ん
で
）
ア
ジ
ア
の
工
芸
」
で
あ
る
。
（
一
）

は
地
方
公
共
団
体
の
美
術
館
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
（
二
）

は
、
広
島
市
内
に

は
主
要
な
美
術
館
が
三
館
あ
り
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
西
洋
美
術

を
収
蔵
す
る
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
（
私
立
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
芸
術
を
範
疇
と

す
る
広
島
市
現
代
美
術
館
と
の
い
わ
ば
「
棲
み
分
け
」

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
。

そ
し

（
三
）
は
国
内
の
美
術
館
の
収
集
方
針
と
し
て
は
お
そ
ら
く
初
め
て
の
テ
ー
マ
と

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
ス
ザ
ニ
は
、
最
後
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
九
年
前
に
収
蔵
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
‘
勤
務
館
は
中
央
ア
ジ
ア
の
民
族
衣
装
‘
刺

①
 

繍
作
品
、
銀
製
装
身
具
な
ど
千
件
弱
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
の
工
芸
に
関
す
る
先
行
研
究
は
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
で
多
く
行
わ
れ
て
き

②
 

た
。
日
本
に
お
け
る
先
行
研
究
の
う
ち
‘
染
織
関
連
で
は
例
え
ば
、
ソ
連
時
代
の
実

地
調
査
に
甚
づ
い
た
民
族
衣
装
に
つ
い
て
の
研
究
が
加
藤
定
子
氏
等
に
よ
っ
て
な
さ

③
 

れ
て
い
る
。

④
 

本
稿
で
主
題
と
な
る
ス
ザ
ニ
は
、
中
央
ア
ジ
ア
の
広
い
地
域
で
主
に
ウ
ズ
ベ
ク
人

女
性
た
ち
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
大
型
の
刺
繍
布
で
あ
る
。

と
い
う
意
味
に
よ
る
。

け
で
は
な
く
、

ス
ザ
ニ
の
名
称
は
、

ペ

し
か
し
、
刺
繍
し
た
も
の
す
べ
て
が
ス
ザ
ニ
と
呼
ば
れ
る
わ

用
途
や
文
様
構
成
に
よ
っ
て
異
な
る
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も

中
華
人
民
共
和
国
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
（
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）

（
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）

や
旧
ソ
連
領
中
央

を
合
わ
せ
た
広
範
囲
を
指
し
て
い
る
。
筆
者
は
一
九

年
に
独
立
し
た
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

キ
ル

ギ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
C
I
S
諸
国
で
数
回
の
現
地
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。
中
国
側
や
ア

ニニ九

い
う
こ
と
で
あ
っ
た

九
七
年
以
降
‘
旧
ソ
連
領
中
央
ア
ジ
ア
、

つ
ま
り
ソ
連
邦
崩
壊
に
よ
っ
て
一
九
九

て、

ア
ジ
ア

地
域
名
の
中
央
ア
ジ
ア

（
別
名
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）

は
、
周
知
の
と
お
り
、
現
在
の

あ
る
。

し
た
。

そ
れ
は

（
一
）
「
広
島
県
ゆ
か
り
の
美
術
」
、

（
二
）
「
一
九
二

0
年
代
か
ら

ル
シ
ャ
語
の
「
針
」
を
示
す
「
ス
ザ
ン
」
か
ら
派
生
し
、
「
針
仕
事
‘
刺
繍
し
た
も
の
」

一
九
九
六
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ジ
ア
の
染
織
作
品
お
よ
び
金
工
作
品
を
所
蔵
し
た
一
九
九
五
年
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に

に
つ
い
て

福

田

浩

子



染
め 同

地
域
は
隣
接
す
る
各
文
化
圏
（
イ
ン
ド
、
中
国
、

ペ
ル
シ
ャ
、

よ
っ
て
、

「
白
い
黄
金
」
と
呼
ば
れ
る
原
綿
や
生
糸
の
供
給
地
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

ロ
シ
ア
の
影
響
下
、
ア
セ
テ
ー
ト
な
ど
の
化
学
繊
維
が
多
量
に
流
入

中
央
ア
ジ
ア
の
染
織
概
略

言
及
は
旧
ソ
連
領
中
心
と
す
る
。

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
周
辺
地
域
の
調
査
が
必
要
な
の
は
承
知
し
て
い
る
が
、
本
稿
の

中
央
ア
ジ
ア
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
美
術
工
芸
が
発
展
し
た
。

と
り
わ
け
染
織
分
野
で

は
多
種
多
様
の
作
品
が
見
い
だ
せ
る
。
古
代
か
ら
東
西
南
北
を
繋
ぐ
交
易
通
商
路
の

⑤
 

要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
ド
文
化
圏
か
ら
木
綿
が
少
な
く
と
も
一
世
紀
頃

⑥
 

五
世
紀
頃
ホ
ー
タ
ン
か
ら
絹
が
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
時

に
は
伝
播
し
、

代
を
下
っ
て
、

し
た
一
方
、

ソ
連
時
代
に
は
中
央
ア
ジ
ア
は
大
規
模
な
灌
漑
と
乾
燥
温
暖
な
気
候
に

た
。
現
在
も
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
や
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
で
は
生
産
高
は
多
い
。
中
央

ア
ジ
ア
五
カ
国
中
で
も
っ
と
も
綿
花
生
産
が
盛
ん
な
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
綿
花

生
産
は
世
界
第
五
位
、
綿
花
輸
出
量
は
世
界
第
一
位
（
輸
出
額
で
は
世
界
第
三
位
）

⑦

⑧

 

（二

0
0
0
年
）
、
繭
生
産
は
世
界
第
三
位
（
二

0
0
二
年
）
で
あ
る
。

か
ら
の
技
術
伝
播
や
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
容
し
つ
つ
、
高
度
で
多
彩
な
染
織
工
芸

が
発
展
し
た
。
素
材
は
麻
、
木
綿
、

フ
マ
ル
）
、
絨
毯
‘

ウ
ー
ル
、
ラ
ク
ダ
な
ど
の
獣
毛
、
絹
が
広
く
用

⑨
 

い
ら
れ
る
。
織
り
の
技
法
で
は
無
地
、
縞
、
経
絣
（
ア
ト
ラ
ス
）
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト
（
バ

R
 

カ
ー
ド
織
り
な
ど
、
染
め
で
は
木
版
捺
染
（
ナ
ポ
イ
カ
）
、
絞
り

（
バ
ン
ダ
ニ
）
、
臆
細
染
め
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
シ
ア
な
ど
）

そ
し
て
、

そ
れ
ら

に
豊
か
な
表
現
を
付
加
す
る
刺
繍
、
金
糸
刺
繍
も
行
わ
れ
る
。
機
は
垂
直
機
、
水
平

機
と
も
に
あ
り
、
遊
牧
系
と
オ
ア
シ
ス
系
の
人
々
で
は
自
ず
か
ら
道
具
・
材
料
・
技

1999年） 二
三
〇



＼
ラ
、

J
 

ヒ
ワ
‘
コ
ー
カ
ン
ド
の
各
ハ
ン
国
の
交
易
品
と
な
っ
て
い
た
。
十
九
世
紀
に

モ
ス
ク
で
も
壁
面
に
ス
ザ
ニ
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。

か
に
明
る
<
‘
派
手
目
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

エ
ジ
プ
ト
や
ビ
ザ
ン
チ
ン
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
。
十
五
世
紀
ま

ス
ザ
ニ
で
な
く
て
も
手
織
あ
る
い
は
機
械
織
の
絨
毯
が
所

四

さ
れ
る
が
、

そ
の
他
の
民
族
で
も
使
用
さ
れ
、
中
央
ア
ジ
ア
の
染
織
を
語
る
上
で
不

可
欠
の
も
の
で
あ
る
。

史
的
、
美
術
的
、
技
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
と
し
、
併
せ
て
美
術
館
で
の
保

管
や
展
示
方
法
の
実
際
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

行
わ
れ
て
い
た
。

メ
ル
ヴ
、

織
物
も
輸
出
さ
れ
、

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
写
真

ス
ザ
ニ
の
成
立
に
関
す
る
資
料
は
現
段
階
で
は
存
在
せ
ず
、
伝
世

⑪
 

品
な
ど
か
ら
ド
イ
ツ
の
研
究
者
に
よ
っ
て
一
六
世
紀
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

サ
マ
ル
カ
ン
ド
、
ブ
ハ
ラ
、

や
ペ
ル
シ
ャ
の
地
理
学
者
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

タ
シ
ケ
ン
ト
、

ナ
盆
地
な
ど
各
地
の
オ
ア
シ
ス
で
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
十
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア

八
＇
九
世
紀
に
は
ザ
ン
ダ
ネ

チ
と
呼
ば
れ
る
緯
錦
や
縞
織
物
が
生
産
さ
れ
て
い
た
。
絹
織
物
は
勿
論
の
こ
と
、
綿

で
に
は
各
種
の
綿
織
物
は
ロ
シ
ア
向
け
輸
出
品
の
中
心
と
な
り
‘
十
八
世
紀
に
は
ブ

は
縞
、
絞
り
、
絣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
技
法
に
よ
る
綿
織
物
が
広
く
生
産
さ
れ
た
。
木

版
捺
染
の
綿
織
物
ナ
ボ
イ
カ
は
中
央
ア
ジ
ア
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ
て
お

り
、
十
三
世
紀
の
チ
ム
ー
ル
の
妃
ビ
ビ
・
ハ
ニ
ム
墓
か
ら
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
十

八
十
九
世
紀
に
は
現
代
に
見
ら
れ
る
主
な
特
徴
が
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
た
。
刺
繍
も

フ
ェ
ル
ガ

木
綿
は
イ
ン
ド
か
ら
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り

一
世
紀
に
は
棉
花
栽
培
が

残
念
な
が
ら
、

っ
た
。
現
在
は

ス
ザ
ニ
に
関
連
す
る
歴
史
的
事
項

は
す
べ
て
筆
者
が
撮
影
し
た
。

ス
ザ
ニ
は
、
婚
資

本
稿
で
は
、
勤
務
館
が
収
蔵
す
る
ス
ザ
ニ
を
中
心
に
し
て
、

ス
ザ
ニ
に
つ
い
て
歴

二
十

法
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

ス
ザ
ニ
は
、

主
に
ウ
ズ
ベ
ク
人
や
タ
ジ
ク
人
の
間
で
制
作

古
く
か
ら
広
い
範
囲
で
行
わ
れ
、
記
録
で
は
、
十
五
世
紀
初
め
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を

訪
れ
た
ス
ペ
イ
ン
使
節
ク
ラ
ヴ
ィ
ホ
の
旅
行
記
が
あ
る
も
の
の
‘
資
料
的
に
は
十
八

世
紀
以
降
の
も
の
と
な
る
よ
う
だ
。
現
在
多
く
見
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ザ
ニ
は
十
九

世
紀
以
降
の
も
の
が
多
く
、
十
八
世
紀
に
な
る
と
格
段
に
数
が
少
な
く
な
る
。

世
紀
初
頭
以
降
は
、
素
材
や
技
法
、

そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
が
急
速
に
変
化
し
、
刺
繍
も

ミ
シ
ン
に
よ
る
刺
繍
が
増
加
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
元
来
‘

と
し
て
花
嫁
が
持
参
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。

か
つ
て
は
十
数
枚
の
ス
ザ
ニ
を
携

え
て
、
持
参
し
た
と
い
う
。
女
の
子
が
物
心
つ
き
は
じ
め
た
頃
か
ら
ス
ザ
ニ
の
準
備

⑫
 

を
始
め
る
の
は
早
く
準
備
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
か
ら
だ
と
い
う
程
‘
大
事
業
だ⑬

 

（
ミ
シ
ン
刺
繍
が
多
い
）
刺
繍
し
た
祈
祷
用
敷
物
の
ジ
ャ
イ
ナ
マ
ズ

を
姑
に
贈
る
の
が
な
ら
わ
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
自
分
で
制
作
し
た
ス
ザ
ニ
の

替
わ
り
に
買
っ
た
ス
ザ
ニ
や
絨
毯
で
事
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ス
ザ
ニ
の
使
用
と
種
類

ス
ザ
ニ
は
家
の
中
な
ど
で
主
に
壁
掛
け
や
掛
布
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。
現
在
で
も

一
般
家
庭
を
訪
れ
る
と
、

狭
し
と
壁
面
を
覆
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
壁
紙
も
日
本
よ
り
色
彩
が
は
る

幸
い
に
も
、
現
代
の
中
央
ア
ジ
ア
で
古
い
ス
ザ
ニ
を
使
っ
て
い
る
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
家
に
も
よ
る
が
、
祖
母
や
母
親
の
代
の
ス
ザ
ニ
は
い
ま
だ
現
役
で
、

ス
ザ
ニ
の
中
で
も
、

ジ
ャ
イ
ナ
マ
ズ
は
祈
祷
時
の
敷
物
で
、
挿
図
l
S
4
で
使
用
例
を
紹
介
し
て
お
く
。§ 
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H
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パ
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ウ
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チ
ュ
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（
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タ
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キ
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タ
ン
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2
1
0
 ox
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1
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木

綿
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絹
糸

・
刺

繍
15
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5
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H
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4
 

カ
ル
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タ
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H
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（
表
）
絹
布
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絹
糸
・
剌
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5
 

フ
ェ

ル
ガ

ナ
盆

地
19

世
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0
6
 ox
 1

5
6
 0

 
3
6
0
 

H
B
-
3
1
 

（
裏
）
木
綿
布
・
プ
リ
ン
ト
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シ
ャ
フ
リ
シ
ャ
プ
ス
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

18
70

年
頃

2
4
0
 ox
 1
66
 0

 
木
綿
布
．
絹
糸
・
刺
繍

16
 

15
 

2
7
 5
 

36
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H
B
-
3
2
 

7
 

シ
ャ
フ
リ
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ブ
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ウ
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ベ
キ
ス
タ
ン
）

18
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頃
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0
 

木
綿
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絹

糸
・

刺
繍

14
 

14
 

32
.5
 

36
2 

H
B
-
3
3
 

8
 

ヌ
ラ
タ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
後

半
21
4 
o
x
 1
4
8
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
刺

繍
14
 

11
 

3
0
 

3
6
3
 

H
B
-
3
4
 

，
 

ヌ
ラ
タ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
前

半
2
5
3
 ox
 1
7
2
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
剌

繍
15
 

15
 

31
 

36
4 

H
B
-
3
5
 

10
 

サ
マ
ル
カ
ン
ド
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
中

期
2
5
9
 o
x
 1
6
8
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
刺

繍
15
 

12
 

29
 

3
6
5
 

H
B
-
3
6
 

ジ
ャ
イ
ナ
マ
ズ

11
 

ブ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
後

半
20
6 
o
x
 15

2
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
剌

繍
15
 

，
 2

9
 5
 

3
6
6
 

H
B
-
3
7
 

12
 

ブ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
末

24
2 
o
x
 16

2.
0 

木
綿
布
，
絹
糸
・
刺
繍

15
 

13
 

28
 

36
7 

H
B
-
3
8
 

ジ
ャ
イ
ナ
マ
ズ

13
 

プ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
後

半
24
5 
o
x
 1
6
0
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
刺

繍
18
 

21
 

2
6
 5
 

3
6
8
 

H
B
-
3
9
 

（
表
）
木
綿
布
絹
糸
・
刺
繍

14
 

16
 

28
 

14
 

ブ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
後

半
2
1
7
0
X
l
5
0
0
 

3
6
9
 

H
B
-
4
0
 

（
裏
）
絹
木
綿
交
織
布
・
経
絣

13
 

29
 

15
 

プ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
中

期
22
4 
o
x
 1
4
8
 0

 
麻

布
絹

糸
・

刺
繍

18
 

13
 

29
 

3
7
0
 

H
B
-
4
1
 

16
 

ブ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
世

紀
前

半
2
4
4
 ox
 1

9
0
 0

 
木

綿
布

絹
糸

・
刺

繍
17
 

15
 

3
0
 5
 

37
1 

H
B
-
4
2
 

糸（
表，
銀）
絹糸
ベ，
絹ル
糸ベ
・

ッ
ト

布
絹

木
綿

交
織

布
金

刺
繍

45
 

17
 

ブ
ハ
ラ
（
現
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）

19
10

年
頃

17
0 
o
x
 13

4 
0
 

（
芯
）
木
綿
布

3
7
2
 

H
B
-
4
3
 

（
裏
）
木
綿
布
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挿図 2 モスクで使われるスザニ

ルカンド）

(1997年サマ

1111—·薗園如とこ:~-

挿図 1 一般家庭の中庭で壁を覆うスザニ

家人によれば、祖母の嫁入り時のものとい

う。 (1997年サマルカンド）

挿図 4 モスクにおけるジャイナマズの使用例（現代）

ミヒラーブの形を表した布や絨毯、フェルトを使う。

(1998年サマルカンド）

―
―
―
―
-

~ 

挿図 3 メドレセの学生の部屋・再現

左壁にジャイナマズ。手前にはこたつ

があり、こたつ掛け（サンダルプッシ

ュ）も刺繍されたもの。壁にはコート

（ハラト）が掛かっている。 (1997年

サマルカンド）



（
二
）
生
地

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

ス
ザ
ニ
に
用
い
ら
れ
る
生
地
は
、
木
綿
、
麻
、
絹
、
稀
に
ベ
ル
ベ
ッ
ト
素
材
で
あ

る
。
お
よ
そ
三
十
セ
ン
チ
幅
の
布
を
縫
い
合
わ
せ
て
必
要
な
大
き
さ
に
仕
立
て
る
の

で
、
数
本
で
構
成
さ
れ
る
。
木
綿
布
や
麻
布
の
場
合
、

織
り
密
度
の
平
均
は
経
1
1

十
五
•
三
本
‘
緯
I
I

十
四
・
ニ
本
程
度
で
経
糸
・
緯
糸
を

し
っ
か
り
打
ち
込
ん
だ
密
度
あ
る
布
で
あ
る
。
館
蔵
品
以
外
に
も
管
見
の
範
囲
で
は

平
織
で
、
経
緯
の
比
は
一
対
一
に
近
い
。
表
No.11
の
ス
ザ
ニ
は
他
の
作
品
を
比
較
す

る
と
経
十
五
本
‘
緯
九
本
と
緯
密
度
が
目
だ
っ
て
低
い
が
、
布
が
糸
の
目
に
沿
っ
て

裂
け
た
り
鉤
裂
き
が
あ
り
、
年
月
を
経
て
か
ら
強
度
に
問
題
が
生
じ
た
よ
う
に
思
わ

挿図 5

エ
ン
ジ
ュ

一
枚
の
ス
ザ
ニ
に
複
数
の
種
類
が
用
い
ら
れ

て
い
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。

（虫）

丸
い
文
様
の
下
絵
ひ
と
つ
だ
け
が
残
さ
れ

文様の下絵（表No.6部分）

（
一
）
制
作
手
順

前
述
し
た
よ
う
に
、

こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
挿
図

5
は
裏
側
に

ず
れ
て
い
る
た
め
に
図
案
が
見
え
て
い
る

ン
ク
で
描
く
が
、
時
に
は
下
絵
と
刺
繍
が

文
様
を
指
示
す
る
下
絵
は
あ
る
種
の
イ

る。 最
後
に
縫
い
合
わ
せ
て
仕
立
て
て
作
ら
れ

性
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
担
し
て
刺
繍
し
、

ス
ザ
ニ
の
制
作
は
婚
礼
を
控
え
て
行
わ
れ
た
。
未
婚
の
娘
は

婚
期
が
や
っ
て
く
る
ま
で
に
十
数
枚
の
ス
ザ
ニ
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ザ
イ

五
ス
ザ
ニ
に
関
す
る
技
術

ン
と
配
色
を
下
描
き
し
た
布
を
一
族
の
女

が

二
三
四

絹
の
場
合
、
織
り
密
度
は
綿
•
麻
よ
り
高
い
。
例
え
ば
、
表

N
o
.
5の
ス
ザ
ニ
で
は

経
七
十
六
本
、
緯
四
十
五
本
で
あ
る
。
黄
色
と
紫
色
の
経
縞
で
、
黄
色
二
十
四
本
、

紫
八
本
を
繰
り
返
し
、
平
織
で
あ
る
。
模
様
の
あ
る
薄
い
絹
の
地
を
残
し
て
刺
繍
し
、

裏
地
や
周
囲
を
取
り
巻
く
フ
リ
ン
ジ
を
着
け
て
豪
華
に
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
絹

生
地
を
用
い
た
ス
ザ
ニ
は
当
然
、
貴
重
で
高
価
な
た
め
、
仕
立
て
に
も
特
別
な
注
意

が
払
わ
れ
た
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

（
三
）
刺
繍

刺
繍
糸
は
も
っ
ぱ
ら
絹
糸
が
用
い
ら
れ
る
。

数
色
で
、

や
や
甘
撚
り
の
太
い
糸
、
色
数
は
十

天
然
染
料
や
化
学
染
料
で
染
色
さ
れ
て
い
る
。
古
来
、
ブ
ハ
ラ
は
染
色
技

術
の
一
大
中
心
地
で
あ
り
、
複
雑
な
経
絣
の
絣
糸
の
染
色
や
金
糸
刺
繍
で
知
ら
れ
て

い
た
。
十
九
世
紀
に
は
ブ
ハ
ラ
に
は
染
色
職
人
の
ギ
ル
ド
が
あ
り
、
各
工
程
の
分
業

が
行
わ
れ
て
い
た
。
天
然
染
料
は
、
藍
（
葉
）
、
茜
（
根
）
、

（
花
弁
）
、
ザ
ク
ロ

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

（
果
皮
）
、

五
倍
子
、
輸
入
の
コ
チ
ニ
ー
ル

⑭
 

多
く
用
い
ら
れ
た
。
十
九
世
紀
後
半
に
は
化
学
染
料
が
天
然
染
料
に
代
わ
っ
て
広
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

刺
繍
の
ス
テ
ッ
チ
（
刺
し
方
）

ま、
l
"

’
 

ほ
ぼ
一
種
類
の
み
の
こ
と
も
あ
る
。

ェ
ー
ン
・
ス
テ
ッ
チ
、

コ
ー
チ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
チ
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

特
徴
的
な
ス
テ
ッ
チ
と
さ
れ
る
。

ヒ
エ
ン
ソ
ウ
（
花
弁
）
、

ク
ロ
ス
・
ス
テ
ッ
チ
、

チ

ク
ロ
ス
・

ス
テ
ッ
チ
は
現
地
で
は
イ
ロ
キ
と
呼
ば
れ
、
シ
ャ
フ
リ
サ
ブ
ス
で
作
ら
れ
た
も
の
に

チ
ェ
ー
ン
・
ス
テ
ッ
チ
は
ユ
ル
マ
と
呼
ば
れ
、
先

端
が
鉤
状
に
な
っ
た
針
で
布
を
刺
し
、
裏
側
か
ら
刺
繍
糸
を
引
き
出
す
こ
と
を
繰
り

返
す
。
ボ
ス
マ
は
コ
ー
チ
ン
グ
・
ス
テ
ッ
チ
の
一
種
と
考
え
ら
れ
、
生
地
が
見
え
な

れ
る
。



宮
廷
用
の
豪
華
な
も
の
で
は
、
金
糸
や
銀
糸
を
使
っ
た
例
も
稀
に
あ
る
。
十
八
世

紀
以
降
こ
の
地
域
で
用
い
ら
れ
る
金
糸
•
銀
糸
は
表

N
o
.
1
7の
よ
う
に
箔
糸
を
芯
糸

に
巻
き
つ
け
た
モ
ー
ル
糸
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
表
N
o
.
1
2
の
丸
文
中
心
部
に
配
置
さ

れ
て
い
る
欠
失
の
激
し
い
金
糸
は
モ
ー
ル
糸
で
は
な
く
箔
糸
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
四
）
裏
地
と
縁
取
り
の
処
理

刺
繍
し
終
え
た
布
は
縫
い
合
わ
せ
て
完
成
す
る
。

こ
と
も
あ
る
。
絹
地
ス
ザ
ニ
は
裏
地
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
木
綿
も
裏
地
が

つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
裏
地
に
は
表
N
o
.
1
7
の
よ
う
に
無
地
の
木
綿
布
、

の
よ
う
に
木
綿
プ
リ
ン
ト
布
‘
表
N
o
.
1
4
の
よ
う
に
ハ
ラ
ト
の
生
地
に
も
使
わ
れ
る
経

絣
布
（
ア
ト
ラ
ス
）

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
勿
論
‘
後
世
に
な
っ
て
コ
レ
ク
タ
ー
の
手

挿図6-1 表No.10の部分（表）

ま
た
、
裏
地
や
縁
取
り
が
つ
く

N
o
.
5
 

挿図6-2 表No.10の部分（裏）

は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
程
で
あ
る
。

い
ほ
ど
面
を
埋
め
つ
く
す
の
に
使
用
さ
れ
る
。

⑮
 

パ
ラ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で

は
、
生
地
を
全
面
に
わ
た
っ
て
刺
繍
の
ス
テ
ッ
チ
で
埋
め
尽
く
し
、

生
地
は
表
か
ら

挿図7-1

挿図7-2

スザニの縁取り

スザニの縁取り

（表・部分）

（裏・部分）

で
裏
地
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ど
う
か
の
判
断
に
は
注

傷
み
や
す
い
周
囲
を
補
強
す
る
縁
取
り
は
、
管
見
の
限
り
で
は
バ
イ
ヤ
ス
布
が
使

そ
し
て
、

周
囲
に
フ
リ
ン
ジ
が
付
い
て
い
る
表
N
o
.
5
や
N
o
.
1
7
は、

同
時
に
独
特

の
方
法
で
行
う
縁
飾
り
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
糸
を
指
で
保
持
し
、
別
の

⑮
 

人
が
緯
糸
を
通
す
と
同
時
に
布
に
縫
い
つ
け
る
と
い
う
織
物
で
、
必
ず
二
人
以
上
で

行
う
こ
と
と
な
り
、
指
の
数
以
上
に
経
糸
本
数
が
増
え
て
い
け
ば
そ
れ
だ
け
人
数
が

必
要
に
な
る
。
裏
へ
出
た
緯
糸
は
長
い
と
き
に
は
数
本
ず
つ
束
ね
る
ス
テ
ッ
チ
を
添

え
て
、
浮
き
を
防
止
し
て
い
る
。
挿
図
7
'
1
・
7
-
2
の
下
三
分
の
二
は
、
織
り
な
が
ら

同
時
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
縁
取
り
。

上
三
分
の
一
は
金
糸
製
フ
リ
ン
ジ
で
あ
る
。
裏

側
を
見
る
と
‘
縁
取
り
部
分
の
裏
側
に
出
た
緯
糸
兼
縫
い
糸
が
長
く
渡
っ
て
い
る
。

数
本
を
ま
と
め
る
ス
テ
ッ
チ
が
浮
き
を
防
止
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
類
似

二
三
五

わ
れ
て
い
る
。
無
地
木
綿
、
縞
木
綿
、
経
絣
布
な
ど
。

意
が
必
要
で
あ
る
。



七
ス
ザ
ニ
の
展
示
方
法
に
つ
い
て

の
テ
ー
プ
を
縫
い
つ
け
て
似
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
裏
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

-
•
五
X

ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
の
布
で
あ
る
ス
ザ
ニ
の
保
管
は
困
難
が
多
い
。

⑰
 

折
り
目
防
止
の
た
め
に
は
、
筒
に
巻
く
収
納
方
法
が
好
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
大
き
さ
ゆ
え
、
巻
き
じ
わ
を
つ
け
ず
に
巻
く
こ
と
と
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
問
題
で

あ
る
。
勤
務
館
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
グ
リ
ン
シ
ン
と
い
う
幅
六
十
セ
ン
チ
以
下
の

細
く
長
い
布
は
直
径
五
セ
ン
チ
か
ら
八
セ
ン
チ
程
度
の
筒
に
巻
い
て
保
管
し
て
い
る

ス
ザ
ニ
は
別
の
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
結
局
、
桐
や
ス
チ
ー
ル
の
浅
い
引
き
出

し
に
染
織
作
品
の
多
く
を
収
納
し
て
い
る
。

る
際
は
、

ス
チ
ー
ル
製
マ
ッ
プ
ケ
ー
ス
を
使
用
す

ホ
コ
リ
は
勿
論
の
こ
と
、
磁
石
を
使
っ
て
鉄
粉
の
除
去
に
努
め
た
。
ケ
ー

ス
の
素
材
が
何
で
あ
れ
、
染
織
品
と
ケ
ー
ス
が
直
接
触
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
必

ず
薄
紙
を
敷
き
、

ス
ザ
ニ
を
引
き
出
し
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
屏
風
畳
み
に
し
、
刺

繍
の
あ
る
面
に
は
薄
紙
を
挟
ん
で
摩
擦
の
減
少
を
図
っ
て
い
る
。
引
き
出
し
よ
り
も

幅
の
広
い
ス
ザ
ニ
の
場
合
は
、
屏
風
畳
み
に
し
て
か
ら
折
れ
目
防
止
の
薄
紙
の
束
を

挟
ん
で
折
り
曲
げ
て
い
る
。
こ
の
収
納
方
法
が
最
適
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

染
織
作
品
に
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
の
防
虫
剤
は
使
用
し
て
い
な
い
。

布
の
展
示
は
他
の
素
材
と
は
異
な
っ
て
独
特
で
あ
る
。
作
品
の
見
え
方
は
展
示
方

法
に
よ
っ
て
決
定
的
に
違
っ
て
く
る
。
布
は
柔
ら
か
く
、

ド
レ
ー
プ
や
た
わ
み
が
布

な
お
、
勤
務
館
で
は
、
収
蔵
庫
の
燻
蒸
を
年
に
一
回
行
っ
て
い
る
た
め
‘

現
状
で
の
最
善
を
考
え
て
行
っ
て
い
る
。

、
＼力ヽ

六

ス
ザ
ニ
の
保
管
に
つ
い
て

こ
れ
ら

挿図 9 1997年の展示風景

広島県立美術館

挿図10 2003年の展示風景

広島県立美術館

挿図 8 ウズベキスタン

工芸美術館展示室

シ
ケ
ン
ト
に
あ
る
工
芸
美
術
館
の
ス
ザ

挿
図

8
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
首
都
タ

し
て
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

す
る
。

紹
介
例
が
最
善
か
ど
う
か
は
別
に

タシケント

に
効
果
的
と
筆
者
は
考
え
る
。
本
稿
で
は
、

独
特
の
質
感
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
生
か
す
か
ら
で
あ
る
。
美
術
館
で
の
作
品
展
示
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

ス
ザ
ニ
の
よ
う
な
大
型
の
染
織
作
品
の
場

合
、
額
装
し
た
り
、
壁
に
ぴ
っ
た
り
と
貼
り
付
け
て
し
ま
う
よ
り
は
、
元
来
、
壁
掛

称
な
形
を
許
容
し
て
展
示
す
る
方
が
格
段

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
工
芸
美

術
館
の
展
示
と
勤
務
館
で
の
展
示
を
紹
介

て
、
自
然
に
生
ま
れ
る
ド
レ
ー
プ
や
非
対

け
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
考
慮
し

二
三
六



挿図11 キャプション

（和英併記）と「お手を触

れないでください」を示

すピクトグラム

リ
パ
ネ
）

ル ッ
ド
ラ
ッ
ク
パ
ネ

る。

に
グ
レ

（
い
わ
ゆ
る
ハ

こ
の
札
は
ウ

え
て
使
用
し
て
い

シ
ョ
ン
と
注
意
喚
起
の
表
示
で
あ
る
。

表
示
す
る
方
法
も
あ
る
が
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
年
齢
や
言
語
を
問
わ
ず
に
一
目
で
意

味
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考

「
お
手
を
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
言
葉
で

九
九
七
年
は
覗
き
ケ
ー
ス
を
展
示
室
中
央
に
配
置
し
、

ス
ザ
ニ
に
バ
リ
カ
ー
（
柵
）

長
方
形
で
、
長
辺
一
辺
の
み
が
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス

（
壁
付
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
）

に
な
っ

の
で
、

展
示
の
様
子
で
あ
る
。
目
の
粗
い
布
（
麻
の
よ
う
な
）

製
フ
レ
ー
ム
に
紐
で
張
っ
て
固
定
し
て
い
る
。

示
で
あ
る
。

に
ス
ザ
ニ
を
縫
い
つ
け
、
木

し
た
が
っ
て
、

ド
レ
ー
プ
は
出
な
い

が
、
重
量
の
負
担
に
よ
る
布
の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
、
長
期
に
渡
っ
て
展
示
し
て
い
る

あ
っ
て
、
紫
外
線
に
よ
る
褪
色
な
ど
の
影
響
が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
伺
え
た
。

挿
図
9
と
挿
図
10
は
勤
務
館
の
所
蔵
作
品
展
（
常
設
展
）

の
同
一
展
示
室
で
の
展

一
九
九
七
年
は
こ
の
展
示
室
で
初
め
て
ス
ザ
ニ
を
展
示
し
た
と
き
の
も

二
0
0
三
年
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
最
近
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
展
示
室
は

て
い
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
は
よ
り
工
夫
を
要
す
る
。

は
っ
き
り
言
っ
て
、
ど
ち
ら
も
染
織
作
品
に
は
適
さ
な
い
露
出
展
示
で
あ
る
。

を
設
置
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
、
光
量
は
控
え
た
と
は
い
う
も
の
の
、

な
ん
と
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
照
射
し
て
い
る
。
挿
図
11
は
一
九
九
九
年
に
展
示
し
た
際
の
キ
ャ
プ

同
館
に
は
適
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、

こ
の
展
示
室
に
は
大
き
な
窓
が

ま
で
そ
の
時
々
に
最
善
と
思
わ
れ
る
方
法
を
試
行
錯
誤
し
て
き
た
。

こ
れ

勤
務
館
で
の
ス
ザ
ニ
展
示
は
、
展
示
室
天
井
に
埋
め
込
ん
で
あ
る
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ

ん
で
行
っ
て
い
る
。
絵
画
用
ワ
イ
ヤ
ー
は
重
量
に
耐
え
、
頑
丈
だ
が
、
微
量
の
油
分

が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
染
織
作
品
を
汚
損
す
る
危
険
が
あ
る
と
考
え
て

使
用
し
て
き
た
。

ス
ザ
ニ
展
示
を
重
ね
て
来
た
中
で
、
テ
グ
ス
の
結
び
目
が
延
び
て
‘

作
品
が
わ
ず
か
に
斜
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
長
期
の
展
示
に

耐
え
る
よ
う
に
テ
グ
ス
の
太
さ
だ
け
で
な
く
結
び
方
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

さ
て
、
展
示
用
の
棒
は
直
径
ニ
セ
ン
チ
の
木
製
棒
や
伸
縮
す
る
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
バ

ー
な
ど
を
場
合
に
応
じ
て
使
用
し
て
い
る
が
、
問
題
は
作
品
に
棒
を
通
す
部
分
で
あ

る
。
展
ホ
用
の
道
具
が
作
品
に
直
接
触
れ
な
い
よ
う
‘

そ
し
て
新
し
く
取
り
つ
け
る

展
示
用
の
布
類
が
作
品
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
、

展
示
用
棒
を
通
す
た
め
の
布
は
、
薄
い
木
綿
布
を
ミ
シ
ン
で
縫
っ
て
、
筒
を
作
り
、

二
三
七

‘̀T
 

0
 

し 使
用
し
て
い
な
い
。

テ
グ
ス
は
太
い
も
の
で
は
十
号
、
細
い
も
の
で
は
六
号
程
度
を

ー
ル
に
専
用
フ
ッ
ク
を
つ
け
、

ス
ザ
ニ
に
取
り
つ
け
た
棒
と
フ
ッ
ク
を
テ
グ
ス
で
結

六
0
ル
ク
ス
程
度
に
し
て
い
る
。

な
る
ら
し
く
、

無
意
識
に
（
と
称
し
て
）
手
を
伸
ば
し
て
し
ま
う
鑑
賞
者
が
後
を
絶

た
な
い
。
展
示
室
に
は
監
視
員
も
い
る
の
だ
が
。

て
も
届
き
に
く
い
方
法
を
、

ー
で
印
刷
し
た
も
の
。

ヽ

し
か
し

そ
こ
で
、
う
っ
か
り
手
を
伸
ば
し

と
い
う
こ
と
で
覗
き
ケ
ー
ス
を
バ
リ
カ
ー
代
わ
り
に
、

そ
れ
も
ご
く
自
然
に
見
え
る
置
き
方
で
配
置
し
て
み
た
の
が
二

0
0
三
年
の
展
示
で

あ
る
。
覗
き
ケ
ー
ス
に
は
小
型
の
刺
繍
作
品
や
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
入
れ
た
。

以
前
の
反

省
を
こ
め
て
、
照
明
も
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
の
み
を
点
灯
し
て
直
接
光
を
控
え
、

五
O
S

ス
ザ
ニ
に
た
い
へ
ん
魅
力
が
あ
る
た
め
触
り
た
＜



挿図12 裏に筒を縫いつけて棒を通

したところ（表No.7)
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挿図13 裏にテープを縫いつけて棒

を通したところ（表No.1)

に
落
ち
着
い
て
い
る
。

絹
糸
で
作
品
に
手
で
縫
い
つ
け
て
い
る
。
縫
い
糸
は
手
縫
用
絹
糸
を
表
か
ら
見
た
と

き
に
目
立
た
な
い
よ
う
作
品
の
色
調
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
、
表
面
に
出
る
目
を
小
さ

く
、
裏
面
に
出
る
目
を
大
き
く
と
っ
て
縫
う
。
生
地
が
木
綿
な
ら
ば
、
木
綿
糸
の
方

挿
図

12
は
裏
側
に
棒
を
通
す
た
め
の
筒
を
縫
い
つ
け
た
例
で
あ
る
。
筒
の
径
が
小

さ
か
っ
た
た
め
に
布
の
柔
ら
か
さ
を
損
ね
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
挿
図

13
は
裏
側
に
幅

五
セ
ン
チ
程
度
の
木
綿
布
テ
ー
プ
を
数
力
所
縫
い
つ
け
て
、
棒
を
通
し
た
例
で
あ
る
。

布
の
ド
レ
ー
プ
感
は
出
て
い
る
が
、
布
テ
ー
プ
や
棒
の
見
え
る
分
量
が
多
い
の
で
、

こ
れ
も
要
検
討
だ
ろ
う
。
結
果
、
裏
側
に
筒
を
つ
け
る
際
は
、
筒
の
幅
を
広
く
す
る

こ
と
や
、
布
テ
ー
プ
を
使
う
際
も
表
に
見
え
な
い
よ
う
に
縫
い
つ
け
る
と
い
う
こ
と

百
年
以
上
経
過
し
た
布
は
破
れ
や
裂
け
が
あ
っ
て
傷
ん
で
い
る
部
分
も
多
く
、

が
強
度
が
あ
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

生

地
自
体
も
丈
夫
と
は
決
し
て
言
え
な
い
。
作
品
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
現
状

の
が
現
状
で
あ
る
。

裏側（表No.1)

二
三
八

を
維
持
し
つ
つ
、
必
要
な
ら
補
強
し
て
、
展
示
の
た
め
に
吊
る
こ
と
が
で
き
る
細
工

布
を
縫
い
つ
け
る
の
に
充
分
な
強
度
が
な
さ
そ
う
な
時
に
は
、
挿
図

14116
の
よ
う

に
当
て
布
を
つ
け
る
。

ス
ザ
ニ
は
壁
掛
け
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
多
い
の
で
、

特
に
端
は
切
れ
た
り
、
破
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
破
れ
た
部
分
を
放
置
す
る
と
さ

ら
に
悪
化
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
破
れ
目
を
別
糸
で
押
さ
え
、
浮
き
上
が

っ
た
刺
繍
糸
も
一
緒
に
軽
く
押
さ
え
て
応
急
処
置
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
補
修
は

充
分
な
知
識
と
経
験
（
そ
し
て
時
間
）

う
が
、
修
復
は
高
額
で
予
算
的
に
難
し
く
、
館
内
で
担
当
学
芸
員
が
処
置
し
て
い
る

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
あ
る
修
復
家
に
依
頼
す
る
の
が
最
善
だ
ろ

挿図14-1

挿図15-1

挿図16-1

表側（表No.1)

表側（表No.3)

表側（表No.3)

挿図14-2

挿図15-1

挿図16-2

裏側（表No.3)

裏側（表No.3)



に
受
け
取
れ
た
。

ス
ザ
ニ
の
根
本
的
な
役
割
は
ま
だ
失
わ
れ
て
い
な
い
よ
う

ラ
ス
ケ
ー
ス
）

ま
た
は
露
出
し
た
壁
面
で
展
示
し
て
き
た
。
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス
は
作

品
に
と
っ
て
安
全
で
あ
る
が
、
ガ
ラ
ス
が
あ
る
た
め
素
材
感
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
露
出
展
示
は
鑑
賞
者
に
と
っ
て
は
良
い
が
、
触
ら
れ
た
り
引
っ
ぱ
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
、

高
い
。

ま
た
目
に
見
え
な
い
ホ
コ
リ
を
多
く
被
る
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
短

所
長
所
が
あ
る
。
染
織
作
品
は
他
の
素
材
に
比
べ
‘

ア
ジ
ア
の
伝
統
文
化
は
大
き
く
転
換
し
た
。

し
か
し
、
筆
者
が
現
地
で
見
聞
き
し
た
範
囲
で
は
、

シ
ン
刺
繍
で
あ
っ
て
も
‘

め
に
制
作
さ
れ
、

八
お
わ
り
に

し
鑑
賞
し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て
展
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

出
展
示
の
反
省
か
ら
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
作
品
は
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
、

ヽ
し
カ

は
る
か
に
触
ら
れ
る
可
能
性
が

そ
れ
だ
け
触
覚
に
訴
え
る
素
材
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

美
術
館
の
使
命
の
ひ
と
つ
は
優
れ
た
作
品
の
保
存
・
保
管
で
あ
る
か
ら
、
作
品
に

負
担
の
か
か
る
展
示
を
避
け
る
こ
と
が
一
番
で
は
あ
る
が
、
多
く
の
人
に
そ
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
展
示
さ
れ
な
い
作
品
は
決
し
て

名
品
に
は
な
り
え
な
い
。
勤
務
館
の
展
示
期
間
が
一
ク
ー
ル
三
カ
月
と
長
い
の
で
、

一
度
展
示
し
た
作
品
は
二
年
以
上
間
を
開
け
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
今
ま
で
の
露

一
世
紀
近
く
続
い
た
ロ
シ
ア
時
代
・
ソ
ビ
エ
ト
時
代
を
通
じ
て
、

旧
ソ
連
領
中
央

ス
ザ
ニ
の
伝
統
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。

た
と
え
そ
れ
が
機
械
織
り
の
ミ

か
つ
て
の
ス
ザ
ニ
は
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
、
家
族
の
た
め
に
あ
る
い
は
自
分
の
た

販
売
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

が
、
今
日
、
観
光
客

こ
れ
ま
で
、
勤
務
館
で
は
ス
ザ
ニ
を
ウ
ォ
ー
ル
ケ
ー
ス

（
壁
に
埋
め
込
ま
れ
た
ガ

注
意
を
払
い
つ
つ
、
さ
ら
に
調
査
研
究
に
励
み
た
く
思
う
。

最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
魅
力
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

リ
ー
で
、
文
様
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
‘
「
赤
色
が
な
く
な

の
土
産
物
と
し
て
の
制
作
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。
中
央
ア
ジ
ア
域
内
で
の
販
売

だ
け
で
は
な
い
。
外
国
の
企
業
が
十
九
世
紀
の
伝
統
的
ス
ザ
ニ
を
持
つ
こ
と
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
伝
統
的
デ
ザ
イ
ン
風
の
制
作
を
、
例
え
ば
ブ
ハ
ラ
や
サ
マ
ル
カ

⑱
 

ン
ド
な
ど
で
行
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
の
ル
ー
ト
で
作
ら
れ
た
ス
ザ
ニ
は
‘

勤
務
館
が
所
蔵
し
て
い
る
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ
の
文
様
や
色
調
を
巧
み
に
取
り
入
れ

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
見
た
時
‘

正
直
言
っ
て
驚
い
た
。

し
か
し
、
観

察
す
る
と
相
違
点
、
す
な
わ
ち
使
い
や
す
い
サ
イ
ズ
、
木
綿
よ
り
も
高
級
素
材
で
あ

る
絹
地
を
用
い
、
左
右
対
称
に
き
っ
ち
り
と
配
置
さ
れ
た
文
様
と
指
示
さ
れ
た
と
お

り
の
刺
繍
の
配
色
、
製
品
管
理
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
一
方
で
、

ど
こ
か
堅
い
印
象
を
否
め
な
か
っ
た
。
異
な
っ
た
目
的
で
作
ら
れ
た
十
九
世
紀
の
ス

ザ
ニ
は
左
右
対
称
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
実
は
ま
っ
た
く
ア
シ
ン
メ
ト

っ
た
か
ら
ピ
ン
ク
を
使
い
ま
し
ょ
う
」

と
ば
か
り
に
、
刺
繍
糸
の
色
が
あ
る
部
分
か

ら
突
然
変
わ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
決
し
て
精
密
な
均
整
美
で
は
な
い
。
ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
と
大
ら
か
な
心
を
た
た
え
た
調
和
の
美
‘

そ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ザ
ニ
の

現
在
、
確
認
で
き
る
ス
ザ
ニ
は
約
二
世
紀
の
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。
中
央
ア
ジ
ア

の
各
地
で
制
作
さ
れ
た
ス
ザ
ニ
の
研
究
に
は
地
域
様
式
、
時
代
様
式
、
技
法
な
ど
多

く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
文
様
や
各
制

作
地
に
つ
い
て
は
別
稿
と
し
た
い
。
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
現
地
に
も

ま
だ
知
る
べ
き
事
柄
‘
逆
に
伝
え
る
べ
き
事
柄
が
あ
り
、
関
連
す
る
他
の
こ
と
に
も

二
三
九



②
 

① 
に
至
っ
て
い
な
い
。

の
染
織
展
』
（
広
島
県
立
美
術
館

よ
び
民
族
衣
装
が
、
『
世
界
美
術
大
全
集

ス
ー
ハ
レ
ワ
氏
を
は
じ
め
諸
研
究
者
の
業
績
が
積

一
部
は
図
版
な
し
で
あ
る
。
刺
繍
の
袋
類
―
二
四
点
に

東
洋
編
1
7

9
年
）
に
八
＇
十
四
世
紀
の
西
ア
ジ
ア
金
工
品
群
の
う
ち
三
点
が
、
『
ト
ル
ク
メ
ン
・
ジ
ュ
エ
リ

ー
展
』
（
広
島
県
立
美
術
館
一
九
九
九
年
）
に
ト
ル
ク
メ
ン
の
銀
製
装
身
具
七
五

0
件
中
、

部
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
図
版
、

つ
い
て
は
、
所
蔵
作
品
展
目
録
に
数
点
紹
介
し
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
未
だ
カ
タ
ロ
グ
化

ソ
ビ
エ
ト
時
代
お
よ
び
ロ
シ
ア
で
は
、

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

註

モ
ス
ク
ワ
の
ロ
シ
ア
民
族
博
物
館
所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
展
覧
会
カ

タ
ロ
グ
M
u
z
i
e
k
v
o
o
r
 d
e
 o
g
e
n
:
 m
u
s
i
c
 for eyes, Hessenhuis, A
n
t
w
e
r
p
e
n
 1
9
9
7
 

は
ロ
シ
ア
の
中
堅
研
究
者
が
執
筆
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
研
究
は
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
カ
ル
タ
ー

氏
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
工
芸
全
般
に
つ
い
て
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
J
o
h
a
n
n
e
s
K
a
l
t
e
r
 ̀

 

イ
ス
ラ
ー
ム
』
（
小
学
館

1
9
9

一
九
九
六
年
）
に
ス
ザ
ニ
(
+
七
点
す
べ
て
カ
ラ
ー
）
お

方
々
に
御
指
導
•
御
協
力
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
し
ま
す
。

氏、

ア
ン
・
ク
ロ
ー
ド
熊
野
氏
、

中
央
ア
ジ
ア
諸
国
は
じ
め
、

勇
氏
を
は
じ
め
、
杉
村
棟
先
生
、

加
藤
九
詐
先
生
、

ス
ザ
ニ
の
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
勤
務
館
へ
の
作
品
収
蔵
に
尽
力
さ
れ
た
村
上

謝
辞

加
藤
定
子
先
生
、

熊
野
弘
太
郎

国
内
外
の
多
く
の

広
島
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す
る
中
央
ア
ジ
ア
関
連
作
品
の
総
合
目
録
は
、
残
念
な
が
ら
未

刊
で
あ
る
。
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
ヘ
の
作
品
図
版
掲
載
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
『
ア
ジ
ア

ゅ
う
」

の
手
芸
』
（
文
化
出
版
局

代
服
飾
』
（
東
京
堂
出
版

六
月
十
二
号
、
国
立
民
族
学
博
物
館

一
九
八
一
年
）
、
加
藤
九
詐
「
ト
ル
ク
メ
ン
の
民
族
衣
装
の
刺
し

二
0
0
二
年
）
、
文
化
出
版
局
編
『
砂
漠
の
華
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

『
古
代
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
服
飾
史
の
研
究
パ
ジ
リ
ク
文
化
と
ノ
イ
ン
・
ウ
ラ
古
墳
の
古

五
年
）
、
「
ト
ル
ク
メ
ン
の
刺
繍
」
（
『
衣
生
活
』
六
号
、
衣
生
活
研
究
会
一
九
八
六
年
）
、
他
に
、

ウ
ズ
ベ
ク
や
タ
ジ
ク
の
民
族
衣
装
に
関
す
る
論
文
、
古
墳
出
土
の
衣
装
資
料
を
扱
っ
た
『
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
古
代
衣
服
の
研
究

（
『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』

立
体
構
成
の
起
源
に
つ
い
て
』
（
源
流
社
二

0
0
二
年
）

化
局
一
九
八
一
年
）
、
「
ト
ル
ク
メ
ン
の
衣
服
」

（
『
衣
生
活
』

一
号
、
衣
生
活
研
究
会
一
九
八

③
加
藤
定
子
「
ト
ル
ク
メ
ン
の
コ
イ
ネ
ク
と
バ
ラ
ク
」
（
『
服
装
文
化
』

い
て
考
察
し
て
い
る
。

T
h
e
 A
r
t
s
 a
n
d
 Crafts o
f
 Turkestan, T
h
a
m
e
s
 a
n
d
 H
u
d
s
o
n
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 1
9
8
4
 

や
J
o
h
a
n
n
e
s
Kalter, 
a
n
d
 M
a
r
g
a
r
e
t
a
 Pavaloi (ed.), 
H
e
i
r
s
 
to 
the 
Silk R
o
a
d
:
 

ま
た
、

そ
れ
以
外
の
中
央
ア
ジ
ア
の
染
織
に
関
す
る
刊
行
物
を
数
件
紹
介
す
る
。

B
y
x
o
p
o
 3
8
P
A
Y
3
J
I
H
K
 c
a
H
b
a
T
H
,
 
T
a
l
l
I
K
e
H
T
 
1
9
8
6
 ̀

 
C
a
t
h
 ̀

 
C
o
o
t
n
e
r
 G
a
r
d
e
n
s
 

o
f
 
P
a
r
a
d
i
s
e
,
 
Hali, 
vol. 
8, 
no.2, 
1
9
8
6
、

T
y
p
K
M
e
H
C
K
O
e
 

H
C
K
Y
C
C
T
B
O
 
:
 T
u
r
k
m
e
n
 f
o
r
k
 art, 
A
s
h
g
a
b
a
t
 1
9
9
0
,
 
M
a
x
 K
l
i
m
b
u
r
g
 ̀

 

1993, 
Janet H
a
r
v
e
y
 ̀

 
Traditional 
Textiles o
f
 Central Asia, 
T
h
a
m
e
s
 a
n
d
 

H
u
d
s
o
n
 1996, K
a
t
e
 Fitz 
G
i
b
b
o
n
 a
n
d
 A
n
d
r
e
w
 Hale, Ikat: silks o
f
 Central 

Asia, the G
u
i
d
o
 G
o
l
d
m
a
n
 Collection, L
a
u
r
e
n
c
e
 K
i
n
g
 1
9
9
7
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、

A
n
d
r
e
a
 Marechal, Portrait of a
n
 Ersari ̀

 
Hali, vol. 
7
 ̀
 
no.3 ̀

 
pp. 
10'13, 
1
9
8
5
は

中
央
ア
ジ
ア
の
絨
毯
や
ス
ザ
ニ
な
ど
の
染
織
品
が
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
に
与
え
た
影
響
に
つ

一
七
二
号
、
、
服
装
文

Uzbekistan, T
h
a
m
e
s
 a
n
d
 H
u
d
s
o
n
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 1
9
9
7
が
あ
る
。

一
九
八
二
年
）
な
ど

Textilkunst v
o
n
 d
e
r
 Seidenstrasse: textile art f
r
o
m
 the silk road, K
i
r
d
o
e
k
 

H
a
p
o
,
a
H
o
e
 

I
'
O
H
C
/
8
[
)
 

ニ
四
O



⑦
 

⑤
 ニ

カ
国
よ
り
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
九
六
年
‘

ス
ザ
ニ
に
関
す
る
文
献
は
注
②
で
紹
介
し
た
総
合
的
研
究
以
外
に
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

M
i
c
h
F
r
a
n
s
e
s
,
 
L
a
r
g
e
 M
e
d
a
l
l
i
o
n
 S
u
z
a
n
i
 f
r
o
m
 S
o
u
t
h
w
e
s
t
 

U
z
b
e
k
i
s
t
a
n
,
 Hali, 
vol. 
1
,
 

no. 2
 `
 
1
9
7
8
,
 
F. 
Besch, 
Susani: Stickereien 
a
u
s
 

Mittelasien, 
Y
i
g
a
l
 Yanai, 
Suzani: Central A
s
i
a
n
 E
m
b
r
o
i
d
e
r
i
e
s
,
 H
a
a
r
e
t
z
 

M
u
s
e
u
m
,
 T
e
l
 A
v
i
v
 1
9
8
6
,
 
G.L. 
T
s
c
h
e
p
e
l
e
w
e
z
k
a
j
a
 u
n
d
 O.A. 
S
u
c
h
a
r
e
w
a
.
 

S
u
s
a
n
i
 
U
s
b
e
k
i
s
t
a
n
s
,
 
S
u
s
a
n
i
 
U
z
b
e
k
i
s
t
a
n
a
 :Ein 
B
e
i
t
r
a
g
 z
u
r
 T
e
c
h
n
i
k
 ̀

 

O
r
n
a
m
e
n
t
i
k
 a
n
d
 S
y
m
b
o
l
,
 R
e
i
n
h
o
l
d
 Schletzer 1
9
9
1
,
 
J
a
k
o
b
 Taube• 

V
o
k
 

V
e
r
l
a
g
s
a
u
s
l
i
e
f
e
r
u
n
g
,
 
M
u
n
i
c
h
 1
9
9
4
 ̀

 
L
o
r
n
a
 C
a
r
m
e
l
,
 
C
o
m
p
i
l
e
d
 for 
the 

exhibition 
Suzani: E
m
b
r
o
i
d
e
r
i
e
s
 f
r
o
m
 the 
O
a
s
e
s
 o
f
 Central Asia, 
M
a
y
 

④ 
1
9
9
6
.
 

中
央
ア
ジ
ア
と
コ
ー
カ
サ
ス
の
美
術

国
立
モ
ス
ク
ワ
東
洋
美
術
館
所
蔵
』
（
千
葉

パ
キ
ス
タ
ン
の
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
遺
跡
か
ら
三
千
年
前
の
綿
の
織
り
糸
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
世
界
最
古
の
綿
と
さ
れ
る
。

F
A
 0
 ,
 FA

O
S
T
A
T
,
 2
0
0
0
。
参
考
ま
で
に
、
綿
花
生
産
の
順
位
は
中
国
、

パ
キ
ス
タ
ン
‘

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
‘

市
美
術
館

か
ざ
り

が
あ
る
。

二
―
七
＇
ニ
二
四
ペ
ー
ジ
。

イ
ン
ド
‘

ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
が
続
く
。
輸
出
量
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、

ア
メ
リ
カ
の
順
で
あ
る
が
、
輸
出
額
で
は
ア
メ
リ
カ
、

ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
‘

⑥
加
藤
九
詐
「
中
央
ア
ジ
ア
の
染
織
史
」

一
九
九
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

国
内
の
展
覧
会
図
録
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
産
綿
花
の
価
格
が
他
の

『
ア
ジ
ア
の
染
織
展
』
図
録
‘
広
島
県
立
美
術
館

C
o
l
l
e
c
t
i
o
n
:
 
S
u
z
a
n
i
:
 
A
 
T
e
x
t
i
l
e
 
A
r
t
 
f
r
o
m
 
C
e
n
t
r
a
l
 
A
s
i
a
,
 

『
ア
ジ
ア
の
染
織
展
』
（
注
①
）

H
e
r
o
l
d
 

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

⑮ 
Collingwood, T
e
c
h
n
i
a
u
e
s
 o
f
 tablet w
e
a
v
i
n
g
,
 Faber. 1
9
8
2
.
 

J
a
k
o
b
 Taube• 

V
o
k
 Collection: 
S
u
z
a
n
i
:
 A
 Textile A
r
t
 f
r
o
m
 C
e
n
t
r
a
l
 

Asia.Herold Verlagsauslieferung, M
u
n
i
c
h
 1
9
9
4
.
 

注
⑥
二
二
三
ペ
ー
ジ
。

中
央
ア
ジ
ア
で
は
イ
ス
ラ
ム
教
が
広
く
浸
透
し
て
お
り
、
祈
祷
時
に
使
用
す
る
ミ
ヒ
ラ
ー

キ
ニ
ー
ネ
合
成
の
た
め
の
ア
ニ
リ
ン
の
酸
化
実
験
中
‘
偶
然
出
来
た
紫
色
の
色
素
‘

で
あ
る
。

そ
の
後
‘

さ
ま
ざ
ま
の
化
学
染
料
が
続
々
と
発
明
、
開
発
さ
れ
、
数
十
年
で
世
界

中
に
浸
透
し
た
。
中
央
ア
ジ
ア
に
も
十
九
世
紀
末
期
に
は
化
学
染
料
が
流
入
し
た
こ
と
が
‘

直
接
染
料
で
絹
糸
を
染
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

が
普
及
し
た
後
、
現
在
も
化
学
染
料
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

刺
繍
布
で
、

実
物
資
料
か
ら
わ
か
る
。

⑭
最
初
の
化
学
染
料
（
合
成
染
料
）
は

ブ
を
表
現
し
た
敷
物
を
ジ
ャ
イ
ナ
マ
ズ
と
呼
ぶ
。

⑬ ⑫ ⑪ 

パ
ラ
ッ
ク
は
、
全
体
的
に
彩
度
の
低
い
色
調
で
連
続
し
た
丸
文
を
繰
り
返
し
て
表
現
し
た

よ
り
正
確
に
は
ス
ザ
ニ
と
は
区
別
さ
れ
る
。
丸
文
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
太
陽
や

フ
ェ
ル
ガ
ナ
盆
地
マ
ル
ギ
ラ
ン
の
絹
織
物
工
房
で
聞
い
た
と
こ
ろ

⑩
タ
ブ
レ
ッ
ト
織
り
と
も
い
う
。

木
綿
の
交
織
の
も
の
が
多
い
。

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
に
分
か
れ
る
。

⑨
 

⑧
 

ア
ニ
リ
ン
を
使
用
す
る
化
学
染
料

一
八
五
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
科
学
者
パ
ー
キ
ン
が

ナ
マ
ズ
は

平
田
保
夫
•
町
井
博
明
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
の
養
蚕
」
『
フ
ォ
ー
カ
ス
』
五
月
一
日

号
、
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
二

0
0

二
年
に
よ
る
。
繭
•
生
糸
生
産
は
、
中
国
、

イ
ン
ド
に
続
い
て
、
生
産
量
と
品
質
を
上
げ
て
き
た
ブ
ラ
ジ
ル
と
順
位
を
争
う
状
況
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
で
制
作
さ
れ
る
絣
は
経
絣
で
あ
る
。

ア
ト
ラ
ス
‘「

お
祈
り
」

の
意
。

コ
リ
ン
ウ
ッ
ド
の
次
の
著
作
が
詳
し
い
。

ハ
ン
ア
ト
ラ
ス

ニ
四

天
然
染
料
復
活
へ
の
試
み
は

モ
ー
ヴ

P
e
t
e
r
 

ハ
ラ
ト
に
使
用
す
る
経
絣
布
は
経
糸
が
絹
、
緯
糸
が

シ
ョ
ヒ



⑱ 
た。

⑯ 

こ
の
よ
う
な
作
例
を
二

0
0
三
年
に
筆
者
は
ト
ル
コ
で
数
件
見
か
け
た
。

は
再
現
ス
ザ
ニ
は
ま
だ
数
多
く
は
な
か
っ
た
が
、

三
年
後
に
は
こ
の
種
の
再
現
ス
ザ
ニ
専
門

店
ま
で
出
現
し
て
い
た
。
数
年
の
変
化
が
目
ま
ぐ
る
し
い
。

ス
ザ
ニ
は
絨
毯
専
門
店
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
、

増
加
加
え
、
同
地
域
か
ら
の
美
術
工
芸
品
の
流
入
が
一
層
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
目
に
つ
い

一
般
的
に
平
ら
な
布
は
巻
く
方
法
を
推
奨
し
て
い
る
。

⑰

例

え

ば

月
、
そ
し
て
星
の
光
を
表
し
て
い
る
。
山
岳
に
住
む
遊
牧
民
が
見
上
げ
る
夜
空
を
デ
ザ
イ
ン

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
注
⑩
P
P
.
2
9
0
 ,
 
2
9
3
参
照
。

ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
絨
毯
を
含
め
て
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
な
い
新
し
い

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
人
々
の

（
広
島
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

し
た
も
の
と
も
い
う
。
宇
宙
や
空
間
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
挿
図
130

二

0
0
0
年
に

J

の
技
法
は
ス
ザ
ニ
だ
け
で
な
く
、
ハ
ラ
ト
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ト
類
や
袋
な
ど
の
小
物
に

ニ
四
一
―


